
新
時
代「
令
和
」ス
タ
ー
ト

羅 針 盤
特別寄稿

我
が
志
の
元
年
に！
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今
月
よ
り
元
号
は
「
令

和
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
元
は
、
天
皇
陛

下
の
崩
御
に
伴
う
も
の
で
は

な
く
、
生
前
退
位
に
よ
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
国
内
は
ま

さ
に
お
祭
り
ム
ー
ド
一
色
に

包
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
新
天
皇
陛
下
の
即
位
の
日

の
に
な
る
五
月
一
日
及
び
即

位
礼
正
殿
の
儀
が
行
わ
れ
る

日
で
あ
る
十
月
二
十
二
日
は
、

休
日
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
休
日
は

国
民
の
祝
日
扱
い
と
な
る
た

め
、
祝
日
と
祝
日
に
挟
ま
れ

た
四
月
三
十
日
と
五
月
二
日

も
休
日
（
祝
日
扱
い
）
と
な

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
前
号
に
引
き
続

き
、
本
号
で
も
羅
針
盤
を

「
特
別
寄
稿
」
と
い
た
し
ま

し
て
、
令
和
の
時
代
の
ス
タ

ー
ト
に
相
応
し
い
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
令
和
は
、
こ
の
梅
花
の
歌

三
十
二
首
の
序
文
が
由
来
と

な
り
ま
す
。

　
「
初
春
の
令
月
（
れ
い
げ

つ
）
に
し
て
、
氣
淑
（
き

よ
）
く
風
和
ぎ
、
梅
は
鏡
前

の
粉
を
披
き
、
蘭
は
珮
後

（
は
い
ご
）
の
香
を
薫
す
」

と
詠
ま
れ
ま
す
。

　
来
る
年
も
来
る
年
も
、
厳

し
い
寒
さ
の
中
、
梅
は
ど
の

花
に
も
先
駆
け
て
咲
き
始
め

る
と
同
じ
よ
う
に
、
厳
し
い

試
練
が
社
会
に
襲
い
か
か
ろ

う
と
も
、
平
和
の
花
、
幸
福

の
花
が
咲
き
薫
る
こ
と
を
願

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
「
人
々
が
美
し

く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文

化
が
生
ま
れ
育
つ
。
梅
の
花

の
よ
う
に
、
日
本
人
が
明
日

へ
の
希
望
を
咲
か
せ
る
国
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

　
万
葉
集
に
は
、
天
皇
や
貴

族
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の

庶
民
の
歌
が
あ
り
ま
す
。

　
「
桜
梅
桃
李
の
己
己
の
当

体
を
改
め
ず
し
て
無
作
三
身

と
開
見
」
と
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
桜
も
梅
も
桃
も
李
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
美
し
い
よ
う
に
、

ど
れ
だ
け
時
代
が
移
り
変
わ

ろ
う
と
も
、
庶
民
が
あ
る
が

ま
ま
で
輝
き
、
躍
動
し
て
こ

そ
、
美
し
い
令
和
の
時
代
が

築
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
令
和
の
「
令
」

の
文
字
に
つ
い
て
、
一
部
の

海
外
メ
デ
ィ
ア
が
、
ち
ょ
っ

と
皮
肉
っ
ぽ
く
、
一
般
的
に

「
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ
・
秩
序
」
や

「
ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ａ
ｎ
ｄ
・
指

令
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
な
ど
と
報
じ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
外
務
省
は
、

令
和
に
は
、
「
ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ

令
和
は
庶
民
が
輝
き

躍
動
す
る
時
代
に

ｉ
ｆ
ｕ
ｌ 

ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｎ

ｙ
」
、
美
し
い
調
和
と
い
う

と
て
も
良
い
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
と
し
、
そ
の
よ
う

に
説
明
す
る
よ
う
、
海
外
に

駐
在
す
る
大
使
な
ど
に
指
示

し
ま
し
た
。

　
確
か
に
、
一
般
的
に
は
そ

の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
「
令
子
さ
ん
」

と
い
う
女
性
の
名
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
令
と
い
う
字
に

は
、
ち
ゃ
ん
と
「
良
い
、
立

派
な
」
と
い
う
意
味
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
「
ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｉ
ｆ
ｕ
ｌ 

ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ｙ
」
、
美
し

い
調
和
は
、
ま
さ
に
自
分
と

他
人
、
自
己
と
世
界
を
同
一

視
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、

前
述
の
よ
う
に
、
人
々
が
美

し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、

文
化
が
生
ま
れ
育
つ
こ
と
、

お
互
い
の
幸
せ
を
共
有
す
る

精
神
に
も
つ
な
が
る
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
躍
進
は
、
令
和

の
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
意

味
に
相
応
し
く
「
他
者
の
笑

顔
喜
び
が
我
が
喜
び
」
そ
し

て
、
社
会
が
喜
ぶ
連
鎖
、
伝

播
、
波
動
を
巻
き
起
こ
す
、

主
体
者
の
生
き
方
を
す
る
と

宣
言
し
ま
す
。

　
社
会
に
対
し
笑
顔
、
喜
び

を
波
及
さ
せ
る
に
は
、
先
ず
、

自
分
自
身
が
、
喜
び
生
活
、

喜
び
人
生
の
体
現
者
に
な
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
念
頭
に
置
く
こ

と
は
、
出
光
興
産
創
業
者
・

出
光
佐
三
氏
の
指
針
で
あ
っ

た
「
互
譲
、
互
助
」
の
精
神

で
す
。

　
お
互
い
に
譲
り
合
い
助
け

合
え
ば
、
対
立
闘
争
な
ど
あ

り
得
な
い
と
い
う
平
和
思
想

で
す
。

　
多
様
性
の
世
の
中
、
人
の

「
も
の
の
見
方
、
考
え
方
、

捉
え
方
」
も
、
千
差
万
別
で

す
。
た
だ
、
幸
せ
に
な
り
た

い
と
の
思
い
は
万
人
の
願
い

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
平
和
を
願
う
の
も

同
様
で
す
。
ど
の
よ
う
な
組

織
に
お
い
て
も
、
家
族
の
喜

び
幸
せ
、
地
域
の
喜
び
幸
せ
、

世
界
（
社
会
）
の
喜
び
幸
せ

を
願
い
創
造
す
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
令
和
と
い
う
こ
れ
か
ら
の

時
代
は
、
「
個
」
が
強
く
逞

し
く
、
個
性
が
生
き
る
時
代

で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
強

固
な
組
織
も
大
事
で
す
が
、

強
く
逞
し
い
「
個
」
の
力
が
、

大
き
く
も
の
を
い
う
よ
う
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
「
互
譲
、

互
助
」
に
お
い
て
も
、
自
分

自
身
が
強
く
な
け
れ
ば
、
他

人
を
助
け
る
こ
と
な
ど
で
き

は
し
な
い
の
で
す
。

　
人
間
は
、
一
人
で
産
ま
れ
、

一
人
で
死
ん
で
い
く
も
の
で

す
。
赤
子
の
時
は
、
母
親
に

依
存
し
て
い
ま
す
が
、
成
長

と
共
に
親
離
れ
し
て
い
く
も

の
で
す
。

　
現
在
で
は
、
親
離
れ
で
き

な
い
子
供
、
子
離
れ
で
き
な

い
親
も
い
る
み
た
い
で
す

（笑）
。

幼
少
期
の
依
存
関
係
は
良
い

の
で
す
が
、
自
立
期
を
迎
え

社
会
人
に
な
れ
ば
、
他
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

十
分
に
と
り
、
第
三
者
と
の

補
完
関
係
を
身
に
付
け
た
い

も
の
で
す
。

　
人
間
に
は
、
誰
し
も
、
弱

い
所
と
強
い
所
が
備
わ
っ
て

い
ま
す
。
即
ち
、
自
分
の
弱

い
所
は
他
者
に
補
っ
て
も
ら

い
、
他
者
の
弱
い
所
は
、
自

分
の
強
い
所
で
補
っ
て
あ
げ

る
と
い
う
補
完
関
係
で
す
。

　
人
間
社
会
に
お
い
て
、
互

助
の
精
神
、
補
完
関
係
の
確

立
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

こ
れ
が
成
立
し
、
十
分
に
機

能
す
れ
ば
、
対
立
関
係
に
な

る
は
ず
が
な
い
の
で
す
。

　
令
和
元
年
を
我
が
志
の
元

年
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
新
し
い
時
代
を
、

新
し
い
決
意
で
出
発
し
ま
し

ょ
う
！

美
し
い
調
和
の
意
味

が
令
和
に
込
め
ら
れ

て
い
る

再
び
蘇
生
さ
せ
る

「
互
譲
、互
助
」の
精
神
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あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
一
つ
が
、
長
寿
命
住

宅
の
実
現
で
す
。
そ
れ
に
は
、

住
宅
の
保
守
・
点
検
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
述
べ
て
き
た

よ
う
に
、
躍
進
の
登
録
商
標

で
あ
る
『
地
域
の
ホ
ー
ム
ド

ク
タ
ー
』
は
、
地
元
に
住
ま

う
方
の
健
康
な
ホ
ー
ム
（
家

庭
、
暮
ら
し
）
を
守
る
「
住

ま
い
の
予
防
医
学
」
を
実
践

す
る
ド
ク
タ
ー
な
の
で
す
。

　
二
本
足
で
立
つ
人
間
も
同

　
前
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し

た
よ
う
に
、
今
月
か
ら
元
号

は
令
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
は
ど
の
よ
う
な
時
代

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
は

っ
き
り
と
い
え
る
の
は
、
令

和
は
間
違
い
な
く
「
住
宅
ス

ト
ッ
ク
活
用
時
代
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
時

代
」
に
は
、
二
つ
の
側
面
が

様
で
す
が
、
住
ま
い
も
足
元

で
あ
る
基
礎
、
土
台
が
し
っ

か
り
し
て
い
な
い
と
成
り
立

た
な
い
の
で
す
。

　
人
間
の
背
骨
は
、
家
に
例

え
れ
ば
通
し
柱
で
す
。
基
礎
、

土
台
、
通
し
柱
の
重
要
性
は
、

床
下
点
検
を
し
て
は
じ
め
て

分
か
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
点
検
の
極
意
は
「
着
眼
大

局
」
で
す
。
ま
ず
家
の
全
体

を
見
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

家
の
四
隅
、
出
隅
、
入
隅
を

確
認
し
、
東
西
南
北
を
必
ず

見
ま
す
。
そ
の
作
業
を
経
て

詳
細
を
確
認
し
ま
す
。
全
体

を
見
な
い
と
、
地
盤
沈
下
に

よ
る
傾
き
な
ど
は
分
か
ら
な

い
か
ら
で
す
。

　
こ
の
技
術
に
つ
い
て
も
、

『
地
域
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ

ー
』
は
、
日
々
実
証
実
験
を

繰
り
返
し
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
が
空

き
家
の
活
用
で
す
。

　
全
国
の
住
宅
は
約
六
千
万

戸
で
す
が
、
約
八
百
万
戸
以

上
が
空
き
家
に
な
っ
て
い
ま

す
。
東
京
都
の
住
宅
戸
数
は

約
六
四
〇
万
戸
で
、
埼
玉
県

は
約
二
九
〇
万
戸
で
す
。
実

に
東
京
都
全
部
と
埼
玉
県
の

大
半
の
住
宅
戸
数
が
、
全
国

の
空
き
家
の
数
に
相
当
す
る

の
で
す
。

　
躍
進
の
営
業
エ
リ
ア
に
も
、

た
く
さ
ん
の
空
き
家
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
再
生
・
活

用
も
『
地
域
の
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
』
の
重
要
な
役
割
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
徐
々
に
で
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
う
し
た
お
仕
事

の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
、

未
来
の
『
地
域
の
ホ
ー
ム
ド

ク
タ
ー
』
を
作
り
上
げ
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
来
年
の
こ
と
を
言
う
と

鬼
が
笑
う
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
年
先
の
こ
と
な
ど

誰
に
も
分
か
ら
な
い
の
に
、

そ
れ
を
話
す
か
ら
、
鬼
で
す

ら
笑
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
令
和
時
代
は
、
扉
が
開
い

た
ば
か
り
で
、
ま
さ
に
一
寸

先
の
こ
と
も
分
か
ら
な
い
の

に
、
そ
の
展
望
を
述
べ
れ
ば
、

鬼
も
笑
い
方
に
困
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん

（笑）
。

　
し
か
し
、
令
和
に
お
け
る

『
地
域
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ

ー
』
は
、
住
ま
う
方
の
幸
せ

な
未
来
を
つ
く
る
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
に
お
い
て
も
、
平
成

と
か
わ
り
な
く
、
住
ま
い
の

こ
と
は
「
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活

用
時
代
」
を
突
き
進
む
躍
進

に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

住
ま
い
も
人
間
も

基
礎
、土
台
が
重
要

空
き
家
の
リ
ノ
ベー
シ

ョ
ン
に
未
来
が
あ
る
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躍
進
の
技
術
を
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　
躍
進
の
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合

提
案
「
足
場
パ
ッ
ク
」
の
、

床
下
を
守
る
目
玉
商
品
と
し

て
す
っ
か
り
お
な
じ
み
と
な

り
ま
し
た
『
飛
騨
炭
　
床
下

調
湿
材
』『
カ
ー
ボ
エ
ー
ス
』

『
床
下
用
攪
拌
・
換
気
シ
ス

テ
ム
』
の
「
床
下
三
点
セ
ッ

ト
」（
左
下
写
真
参
照
）は
、

現
在
、ご
注
文
、お
問
い
合
わ

　
躍
進
で
は
、
一
昨
年
に
発

表
し
た
「
完
全
徹
底
白
ア
リ

点
検
施
工
」
と
題
し
た
ポ
ス

タ
ー
（
右
図
参
照
）
が
、
こ

の
時
季
に
す
っ
か
り
定
番
と

な
り
ま
し
た
。「
非
常
に
わ
か

り
や
す
い
」
と
、
ビ
ル
ダ
ー

さ
ま
、
工
務
店
さ
ま
だ
け
で

な
く
、
一
般
の
お
施
主
さ
ま

か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
床
下
点
検
の
流

れ
を
、
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
、

簡
単
な
チ
ャ
ー
ト
で
解
説
し

た
も
の
で
す
。

　
お
施
主
さ
ま
は
、
ネ
ッ
ト

や
新
聞
、書
籍
、テ
レ
ビ
な
ど

か
ら
、
蟻
害
に
関
す
る
様
々

な
情
報
を
仕
入
れ
て
い
ま
す

が
、
防
蟻
業
者
の
「
顔
」
が

見
え
な
い
状
態
で
は
、
具
体

的
な
対
策
を
講
じ
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
工
務
店
さ
ま
に

貼
ら
れ
た
こ
の
ポ
ス
タ
ー
が
、

お
施
主
さ
ま
の
「
背
中
を
押

す
」
お
手
伝
い
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、

お
施
主
さ
ま
の

点
検
の
き
っ
か
け
に

れ
は
、
従
来
の
床
下
換
気
扇

三
台
分
に
相
当
し
ま
す
。

　
換
気
と
撹
拌
機
能
を
同
時

に
搭
載
し
た
高
効
率
換
気
シ

ス
テ
ム
で
あ
り
、
床
下
中
央

部
の
高
湿
エ
リ
ア
を
ダ
イ
レ

ク
ト
に
撹
拌
換
気
し
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
布
基
礎
や
基

礎
パ
ッ
キ
ン
工
法
、
基
礎
断

熱
工
法
等
、
あ
ら
ゆ
る
構
造

の
床
下
に
設
置
可
能
で
す
。

　
令
和
で
も
『
地
域
の
ホ
ー

ム
ド
ク
タ
ー
』
と
し
て
邁
進

す
る
躍
進
の
技
術
、
商
品
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

床下用攪拌・
換気システム

おかげさまで、
「足場パック」の
目玉商品と
なりました。

大
人
気
と
な
っ
て
い

る
床
下
の
守
り
神

せ
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
炭
か
ら
作
ら

れ
た
脱
臭
調
湿
材
『
飛
騨
炭　

床
下
調
湿
材
』
は
、
床
下
に

一
坪
あ
た
り
約
十
二
袋
敷
つ

め
る
だ
け
で
床
下
の
湿
気
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。
底

面
を
フ
ィ
ル
ム
加
工
し
て
あ

り
ま
す
の
で
地
面
か
ら
の
湿

気
も
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
ま

す
。

　
同
じ
く
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
炭

か
ら
作
ら
れ
た
土
壌
改
良
材

『
カ
ー
ボ
エ
ー
ス
』
は
、
保

肥
性
、
保
水
性
に
優
れ
、
病

害
虫
の
発
生
を
抑
制
し
ま
す
。

ま
た
土
中
か
ら
放
出
さ
れ
る

ガ
ス
を
吸
着
す
る
ほ
か
、
ph

調
整
機
能
、
土
中
有
効
微
生

物
の
繁
殖
促
進
効
果
も
あ
り

ま
す
。

　
『
床
下
用
攪
拌
・
換
気
シ

ス
テ
ム
』は
、中
央
部
設
置
に

よ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
換
気
（
新

方
式
）
に
よ
り
一
台
で
二
〇

坪
ま
で
の
床
下
を
カ
バ
ー
し

ま
す
。
こ
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事 業 内 容

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

次
世
代
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
交
換
商
品
を
募
集
国
交
省

2019 年（令和元年）5 月 1日（水） 月刊　住宅情報誌　躍進 （4）
　
国
土
交
通
省
は
四
月
九
日
、

消
費
税
率
一
〇
％
へ
の
引
上

げ
後
の
住
宅
購
入
等
を
支
援

す
る
た
め
の
「
次
世
代
住
宅

ポ
イ
ン
ト
制
度
」
に
つ
い
て
、

ポ
イ
ン
ト
の
交
換
対
象
と
な

る
商
品
お
よ
び
そ
の
交
換
商

品
事
業
者
の
募
集
を
開
始
し

ま
し
た
。
次
世
代
住
宅
ポ
イ

ン
ト
事
務
局
に
お
い
て
募
集

し
ま
す
。

　
募
集
す
る
交
換
商
品
は
、

同
制
度
の
政
策
テ
ー
マ
に
資

す
る
「
省
エ
ネ
・
環
境
配
慮

に
優
れ
た
商
品
」、「
防
災
関

連
商
品
」、「
健
康
関
連
商
品
」、

「
家
事
負
担
軽
減
に
資
す
る

商
品
」、「
子
育
て
関
連
商
品
」、

「
地
域
振
興
に
資
す
る
商
品
」

な
ど
で
す
。
募
集
期
間
は
二

〇
二
〇
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
は
、
既
存
住

宅
の
性
能
向
上
や
良
好
な
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
に
資
す
る
優

良
な
リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
す

る
二
〇
一
九
年
度
「
長
期
優

良
住
宅
化
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進

事
業
」
の
募
集
を
開
始
し
ま

し
た
。
ま
た
、
現
在
全
国
九

都
市
で
開
催
す
る
同
事
業
に

関
す
る
説
明
会
の
参
加
受
け

付
け
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
良
質
な
住
宅

ス
ト
ッ
ク
の
形
成
や
、
若
者

に
よ
る
既
存
住
宅
の
取
得
環

境
の
改
善
、
子
育
て
を
し
や

す
い
環
境
の
整
備
等
を
図
る

た
め
、
既
存
住
宅
の
長
寿
命

化
や
省
エ
ネ
化
、
三
世
代
同

居
な
ど
複
数
世
帯
の
同
居
の

実
現
等
に
資
す
る
リ
フ
ォ
ー

ム
に
対
す
る
支
援
を
行
う
も

の
。
戸
建
住
宅
、
共
同
住
宅

と
も
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
主
な
事
業
要
件
は
、
①
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
前
に
イ
ン
ス

ペ
ク
シ
ョ
ン
（
建
物
の
現
況

調
査
）
を
実
施
す
る
こ
と
、

②
一
定
の
住
宅
性
能
を
有
す

る
よ
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

実
施
す
る
こ
と
、
③
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
の
履
歴
と
維
持
保

全
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
な

ど
で
す
。

　
補
助
対
象
費
用
は
、
性
能

向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
に

要
す
る
費
用
と
、
イ
ン
ス
ペ

ク
シ
ョ
ン
、
履
歴
作
成
、
維

持
保
全
計
画
作
成
等
に
要
す

る
費
用
。
補
助
率
は
三
分
の

持ち家に感じる不満、１位は「収納が少ない」
　インターネットリサーチを手掛けるNEXER（東京都豊島区）と
不動産の売買・賃貸仲介業を行うオフィスパートナー（東京都千代
田区）は、持ち家に住んでいる人を対象とした「暮らしに関するア
ンケート」を実施し、その結果を発表しました。
　「今の家に感じる不満」として最も多かったのは、「収納の少なさ」
（29.0％）でした。次いで「駅から遠い」（22.5％）、「狭い」（16.7
％）、「日当たりが悪い」（14.5％）となりました。
　「もし新しい家を購入するならどういった環境を求めるか」を尋
ねたところ、最も多い回答は「生活に合った間取り」（52.1％）でし
た。「立地の良さ」（44.2％）、「日当たりの良さ」（38.9％）、「収納
の多さ」（28.1％）と続きました。
　調査期間は1月1日から31日まで。持ち家に住む人を対象にア
ンケートを実施。集計対象は844人。

将来の居住地「都市部」が6割　全宅連・全宅保証調べ
　公益社団法人全国宅地建物取引業協会連合会（全宅連）と公益
社団法人全国宅地建物取引業保証協会（全宅保証）は、住まいに対
する考えや生活者のニーズ、住宅の購入や売却に関する基礎知識
の実態などを調べる「住まい方の意識トレンド調査」を実施し、そ
の結果を発表しました。「あなたは将来、都市部と地方のどちらに
住みたいですか？」という質問に対しては、59.0％が「都市部」と
回答。「地方」（41.0％）を上回る結果となりました。
　「都市部」と回答した人に、平日は都市部、週末は地方で暮らす
スタイルの二地域居住（週末移住）についての関心を尋ねたところ、
23.9％が「是非やりたい」「可能ならやりたい」と回答しました。
　「住宅売買または賃貸の際に、リノベーションに関する検討をし
たことがありますか？」と聞いたところ、「ある」が9.2％、「ないけ
れど興味はある」が25.1％、「ない」または「興味がない」が合わせ
て65.7％でした。
　リノベーション物件への抵抗感については、「全く抵抗がない」
が27.6％、「少し抵抗はあるが、検討できる」が35.7％と、半数以
上がリノベーション物件に前向きであることがわかりました。
　「空き家問題についてどう思うか」の回答としては、「賃貸や売却
物件として活用して欲しい」が52.9％で最多。「取り壊して更地に
し、土地活用して欲しい」（38.3％）、「店舗や民泊などに活用して
欲しい」（34.9％）、「企業などビジネスで活用して欲しい」（24.3
％）と続きました。空き家バンクの認知については11.9％にとど
まりました。
　既存住宅売買の際のインスペクションについて、今後の利用意
向を尋ねたところ、「是非利用したい」が10.3％、「利用しない」が
28.4％、「まだわからない」が61.3％でした。
　「IoT住宅の本格普及」の予想としては、「10年後」が34.3％と
最も多く挙げられ、「5年後」（17.9％）、「20年後」（10.3％）と続
きました。「IoT住宅で魅力を感じる仕組みやジャンル」は、「防犯カ
メラやインターフォンなどのセキュリティ」（54.3％）が最も多か
ったようです。
　調査期間は、1月24日から28日まで。全国の20歳以上の男女
を対象にインターネット調査を実施。有効回答数は2400件。

「
長
期
優
良
住
宅
化

リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事

業
」の
募
集
を
開
始

一
、
補
助
限
度
額
は
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
実
施
後
の
住
宅
性

能
に
応
じ
て
一
〇
〇
万
円
か

ら
二
五
〇
万
円
／
戸
。
三
世

代
同
居
対
応
改
修
工
事
を
実

施
す
る
場
合
は
五
〇
万
円
／

戸
を
上
限
に
加
算
し
ま
す
。

　
交
付
申
請
の
タ
イ
プ
と
期

間
は
、「
通
年
申
請
タ
イ
プ
」

（
事
業
者
登
録
受
付
期
間
＝

十
一
月
二
十
九
日
ま
で
）、

「
事
前
採
択
タ
イ
プ
（
良
好

な
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
）」（
提

案
受
付
期
間
＝
五
月
十
七
日

ま
で
）、「
同
（
安
心
Ｒ
住

宅
）」（
同
）、「
同（
提
案
型
）」

（
同
）。


